
令和５年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 
 

 

令和 ５ 年 ７ 月 ３１ 日 

岡山市長 様 

            代表 団体名 岡山県立岡山一宮高等学校    

                       氏 名 小山 浩樹           

 

令和５年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「災害に強いまちづくり～誰も取り残されないやさしい地域を目指して～」 

取組の名称  いちのみや若者防災ボランティアネットワーク 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

地震、津波など様々な大規模な災害時には、地域における防災活動が重

要な役割を果たす。特に若者の力は大きく、被災地の避難所等で力を発揮

した事例も多い。自分自身の身を守り、安全を確保するとともに、自分の

周囲の命をも守れる行動が出来るようになる若者を育成することが重要に

なる。 

そのためには、早い段階からの防災教育が必要である。そこで、地域の

こども園園児から小学生、中学生、高校生までを対象とした防災教室を開

催し、地域の安全と安心を担う人材の育成に役立て、各学校園が連携する

ことにより、一宮地域の若者防災ボランティアのネットワークをつくり、

防災力の向上を目指す。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成

果や、解決した社会課題の

状況、また関連した地域へ

の効果や変化などを書い

てください。 

高校生が作成したＨＵＧ（避難所運営ゲーム）を中学生が使って防災教

室を開催することにより、地域の連帯感が高められ、防災に対する知識を

得るとともに、防災を自分事として考えることができていると感じる。（ワ

ークショップの意見やアンケート結果から） 

また、講座を受けた中学生が、今度は自分たちが小学生対象の防災教室

をサポートするボランティアとして参加することにより、地域の一員であ

ることを自覚し、防災に関する取り組みにどのように参画していくかを考

えるきっかけとしたい。 

ワークショップで防災について考えることにより、大人が気がつかない、

若者ならではの意見がたくさん出され、アイデアがどんどんつながり、自

分たちの可能性が広がることを感じている生徒が多くいた。 
 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開し

ます。  



 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 いちのみや若者防災ボランティアネットワーク 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

・地域の学校園が連携することにより、地域の防災力の向上を目指している。 

・若者が防災について自主的に学ぶことにより、自分の命を守ることができる人材の育成を目指

す。 

・若者と地域の交流が生まれ、防災を視点に高齢者にも目を向けるようになる。 

 

取組の目的・目

標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

・核家族世帯が増えたり、働き方改革などの社会の在り方により、ヨコのつながりが持ちにくい社

会となりつつある状況になってきているが、学校園と地域が連携することにより、学校、世代を超

えて幅広い交流が生まれる。そのことが災害時に“つながり”として大きな力となり、誰も取り残

されないやさしい地域づくりにつながっていくと考える。 

 

 

 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

対象地域：一宮地区（中山学区、平津学区、馬屋下学区、桃丘学区） 

対象者：岡山県立岡山一宮高等学校、岡山市立中山中学校、岡山市立平津小学校、岡山市立中山小学校、 

岡山市立中山認定こども園 

対象人数：各学校園生徒 約３００名 

 

 

 

２ 活動内容、実施方法など 

 ・岡山県立岡山一宮高等学校 課題探究グループが１年かけて一宮高校特製ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）を 

  作成した。これは一宮高校が避難所として開設された場合を想定して、その場合に起りうる様々な問題を 

  盛り込んで作ったもの。 

 ・毎年開催している、一宮高校生を対象とした「防災ボランティア養成講座」で一宮高校特製ＨＵＧを使用し

ている。 

 ・本年度は「防災ボランティア養成講座」に地域の住民も参加し、高校生と一緒に災害時に地域で何ができる

か、を考える。 

 ・昨年度開催の中山中学校での「いちのみやジュニア防災教室（中学生対象）」で、この一宮高校特製ＨＵＧを

使用した。（一宮高校からボランティアとして高校生が中学生にＨＵＧを指導する予定だったが、感染症対

策のため中止） 

 ・本年度も「いちのみやジュニア防災教室（中学生対象）」で、この一宮高校特製ＨＵＧを使用する予定。 

 ・本年度は昨年度中学校での防災教室を受講した中学生が、地域の小学校に出向き、公民館のサポートを受け

ながら、今度は小学生にＨＵＧを実施する予定。（ＨＵＧは一宮高校特製のものを小学生向けにして使用す

る予定） 

  中山中学校区は４小学校あるため、初年度は２校で防災教室を実施する予定。 

 ・昨年、本年度と開催している中山認定こども園対象の防災教室では、公民館職員が講師をつとめ、今後の防

災教育を見据えた、楽しんで学ぶことのできる教室を実施している。 

 ・地域と学校園をつないだ防災講座を実施は、ヨコのつながりを深め、そのつながりが災害発生時に生かされ

ていく。 

 ・高校生、中学生にも地域や公民館の防災訓練にもボランティアとして参加してもらい、地域との連携も深め

ていく。 

 

 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

 ・会場を岡山一宮高等学校、中山中学校にすることで、各校が避難所として開設されて時のことをより身近に 

感じてもらえるようにした。 

・若者が自主的に防災に関わることができるよう各学校、公民館が配慮した。 

・若者と地域が協働できるよう配慮した。  

 

 

 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

 



取組の実施期間 

 

今後の活動展開

など 

 

始期： 令和４年 ４月～ 

☑継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

毎年、若者の防災教室を実施し、取り組みを普及していく予定。 

このことにより、防災を自分事として考える機会をつくり、誰も取り残されることのない、防災

に強い地域をつくることにつなげていく。 

 

協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

・生徒さんたちが自分たちがボランティアとして年下の子ども達に関わることにより、若者同士

の、そして地域との連帯感を深める。 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 岡山県立岡山一宮高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災講座の実施、防災ボランティア 

団 体 名 岡山市立中山中学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災教室の実施、防災ボランティア 

団 体 名 岡山市立平津小学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災教室の実施、防災ボランティア 

団 体 名 岡山市立中山小学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災教室の実施、防災ボランティア 

団 体 名 岡山市立中山認定こども園 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災教室の実施 

団 体 名 岡山市立一宮公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 防災教室の実施、全体のコーディネート 

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  


